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中央公民館図書室
協力隊が行く！

　豊浦町の図書室にやってきた地域おこし協力隊の木村が、“まちびと”にリレー形式で出会いにゆ
き、本にまつわるアレやコレやをお話する企画。次に伺うのはあなたのお家かも…！！
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開 館 日：火曜～日曜
開館時間：午前 9時～午後5時
隔週金曜：午後8時まで

☎83-2239 社会教育係

公式インスタグラム

前回：第二十三町
まちびと

人　吉居  昌子さんからのご紹介

8月31日（木）
9月2日（土）
・3日（日）

♯とようらボドゲ部
『図書フェス』

今年も開催！
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ミンナの部　午後2時半～ 5時
オトナの部　午後6時半～ 9時

● 第2回ビブリオバトル
●「豊浦の今昔」茶話会

参加者募集中。
詳しくはインスタグラム
や町HP、図書室にて。

　前回の吉居さんからご紹介いただいたのは、船
見町にお住まいの 須藤 裕美 さんです。お家にお
邪魔して、ご夫妻にお話しを伺いました。

　ご紹介いただいた冊子は、図書室にて展示してい
ます。個人的に海外を渡って来た身なので、“大人に
なってからのホームステイ体験”の手記に惹かれま
した。イベントでお見かけするといつも楽しそうな
須藤夫妻が繋いでくださった次の町人は……あなた
かも？！

木　村：裕美さんも図書室の常連さんですね！
裕美さん：私にとって読書は、人の生き方に触れたり、

自分の生き方と重ねたり、素敵な文章に出
合ったり、誰にも邪魔されない“一人の時
間”という感じで。心の栄養でしょうか！

木　村：定期的に必要となる感覚は私も共感しま
す。ところで、裕美さんは宮古島出身との
ことで豊浦に辿り着くまでのストーリー
も気になるのですが……。

敏幸さん：まず僕の学生時代ですね、クラスに宮古
島の留学生（当時は宮古島も“留学”だっ
た（！））がいたことがきっかけで、宮古
島に1か月くらい滞在したんですね。そ
のときの友達、そしてまた別で僕の弟が
宮古島に遊びに行ったときの友達が、裕
美の友達や先輩だったんです。

木　村：手作りの冊子をお持ちいただきました。『ふれあ
い』（写真左）は……“国際交流のあしあと”？！

裕美さん：私が40歳の頃から国際交流事業をやっていて、
ホストファミリーをしていたから、お母さんっ
て呼んでくれる人が世界中にいるの。

木　村：80年代から豊浦で国際交流活動が行われてい
たなんて、驚きです。そして、こちらの『らんぷ』
（写真右）は……？

敏幸さん：これは僕が仲間と書いている同人誌。色々書い
てきたんだけど、集大成というか。

木　村：エッセイから小説まで！こんなに執筆されてい
る方とは知りませんでした！

木　村：出会う前からご縁が繋がっていたんです
ね！

裕美さん：それで私が北海道に旅行に行こうと思っ
たときに、友達から須藤を紹介しても
らって。そこで初めて会ったの。そのあと
宮古島に戻ってからは、文通ね。

木　村：文通！！！
裕美さん：LINEもメールも無い時代だからね。旅

だって、当時はスーツケースなんて無く
て。今はバックパッカーって言うけど、当
時は“カニ族”！

木　村：蟹ですか？！聞いたことなかったです！
裕美さん：今は縦だけど、当時は横長のリュックで、

背負っている姿が蟹みたいだったのよ。

【夜の図書室】8月18日（金）・9月1日（金）・9月15日（金）
＜ 隔週金曜日 午後8時までオープンしています。＞


